
意
見
　
市
民
意
識
調
査
で
は

「
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充

実
」
と
「
道
路
、
交
通
環
境
の

整
備
」
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

市
の
役
割
は
地
方
自
治
法
に

定
め
ら
れ
た
「
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
」
こ
と
で
あ
る
。

定
率
減
税
廃
止
は
家
計
に
打
撃

質
問
　
国
に
よ
る
定
率
減
税
廃

止
で
家
計
は
最
高
で
年
14
万
５

千
円
も
負
担
増
と
な
る
。
日
本

経
済
の
６
割
弱
を
占
め
る
個
人

消
費
の
回
復
が
経
済
を
立
て
直

す
カ
ギ
で
あ
る
。

国
や
東
京
都
に
よ
る
「
痛
み
」

を
押
し
つ
け
る
政
治
の
も
と
、

定
率
減
税
の
縮
小
や
廃
止
が
市
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所信表明の概要、代表質問（1）

所信表明を行う坂口市長

３
月
定
例
会
で
は
、
市
長
の

所
信
表
明
に
対
す
る
代
表
質

問
と
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
質
疑
応
答
に
関
す
る
資
料

と
し
て
所
信
表
明
の
概
要
を
掲

載
し
ま
す
。

な
お
、
所
信
表
明
は
市
報
４

月
１
日
号
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
両
庁
舎
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
図
書
館
に
て
全
文
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

市
長
所
信
表
明
の
概
要

１
　
基
本
的
姿
勢

「
開
か
れ
た
市
政
」「
活
力

あ
る
市
政
」「
一
党
一
派
に
偏

し
な
い
市
政
」「
公
正
で
公
平

な
市
政
」
を
基
本
的
政
治
姿
勢

と
す
る
。

２
　
分
権
改
革
と
西
東
京
市
の

将
来

（1）
中
央
集
権
の
崩
壊

中
央
集
権
・
官
治
の
統
治
シ

ス
テ
ム
は
、
わ
が
国
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長

の
終
焉
に
よ
り
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
維
持
は
限
界
に
達
し
つ
つ

あ
る
。

（2）

三
位
一
体
の
改
革
と
地
方

分
権自

立
分
散
型
社
会
を
創
造
す

る
た
め
の
財
政
面
の
改
革
が

「
三
位
一
体
の
改
革
」
で
あ
る
。

地
方
分
権
の
精
神
に
基
づ
く
改

革
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
地
方
自

治
体
は
財
政
の
自
由
度
を
高
め

る
こ
と
に
な
り
、
民
主
主
義
の

原
点
で
あ
る
自
治
の
活
性
化
に

も
結
び
つ
く
。

（3）

次
の
世
代
に
責
任
を
も
て

る
ま
ち
づ
く
り

地
方
分
権
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
都
市
間
競
争
が
進
む
と
予

想
さ
れ
る
。
行
財
政
基
盤
を
確

立
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
次
の
世

代
に
も
責
任
を
も
て
る
自
律
し

た
ま
ち
に
す
る
た
め
の
行
財
政

運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

３
　
政
権
公
約（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

（1）
政
権
公
約
の
考
え
方

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
政
権
公
約

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
政
策

の
進
捗
状
況
の
把
握
や
評
価
を

得
る
上
で
も
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
公
約
を
誠
実
に
、
着
実
に

実
行
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ

る
。

（2）

政
権
公
約
に
お
け
る
基
本

的
政
治
姿
勢

権
力
が
集
中
す
る
首
長
職
の

多
選
に
は
、
様
々
な
弊
害
が
あ

る
。
市
長
と
し
て
最
長
３
期
12

年
を
限
度
と
す
る
多
選
自
粛
を

表
明
す
る
。「
市
長
の
退
職
金

20
％
削
減
」「
市
長
の
公
用
車

廃
止
」
の
事
務
手
続
き
を
開
始

し
、
で
き
る
だ
け
早
く
議
会
に

提
案
し
た
い
。

（3）

行
政
改
革
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
サ
イ
ク
ル

市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業

を
展
開
す
る
た
め
に
は
、「
行

財
政
改
革
の
推
進
」
と
「
財
政

健
全
化
の
取
組
み
」
に
よ
り
新

た
な
財
源
を
捻
出
す
る
必
要
が

あ
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ

ク
ル
を
再
構
築
し
、
事
務
事
業

の
検
証
を
進
め
る
。

（4）

市
民
参
加
、
情
報
公
開
、

説
明
責
任

こ
れ
か
ら
の
行
政
に
は
、
市

民
参
加
の
推
進
、
情
報
公
開
や

説
明
責
任
の
徹
底
が
不
可
欠
で

あ
る
。
小
学
校
単
位
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

ま
た
東
大
農
場
移
転
問
題
を
は

じ
め
、
市
の
課
題
を
議
論
す
る

場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
、
行
政
と
市
民
、
市
民

相
互
の
意
見
交
換
を
活
発
化
し

た
い
。

（5）

危
機
管
理
意
識
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
は
、
自
治
体
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
る
。
防
犯
・
防

災
機
能
を
確
実
に
機
能
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
醸
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（6）
保
谷
駅
南
口
再
開
発
事
業

早
期
事
業
実
現
に
向
け
課

題
・
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
資

金
計
画
等
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、
市
の
東
の
玄
関
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
と
し
た
い
。

（7）
住
吉
福
祉
会
館
の
建
替
え

世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
形
成
を
可
能
と
す
る

施
設
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
や
利
用
者
の
要
望
、

意
見
に
沿
っ
た
施
設
コ
ン
セ
プ

ト
の
構
築
に
向
け
、
再
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

（8）
（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
建
設
事
業

既
に
実
施
設
計
が
完
了
し
、

合
併
特
例
債
な
ど
の
財
源
も
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見

直
し
に
は
相
当
な
困
難
は
伴
う

が
、
環
境
行
政
に
貢
献
す
る
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
に

検
証
を
行
い
た
い
。

４
　
お
わ
り
に

政
権
公
約
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
①
歴
史
を
大
切
に
し
、
憲

法
、
教
育
基
本
法
、
地
方
自
治

法
を
暮
ら
し
に
活
か
し
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
未
来
に
向
け

て
夢
や
希
望
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
西
東
京
市
」「
②
お
年
寄

り
や
若
者
、
子
ど
も
も
障
害
を

も
つ
人
も
、
健
康
な
人
も
生
き

活
き
と
暮
ら
せ
る
西
東
京
市
」

「
③
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
お

互
い
に
支
え
あ
い
、
世
界
に
発

信
力
を
も
つ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

西
東
京
市
」
の
実
現
に
向
け
ま

い
進
す
る
。
西
東
京
市
は
、
無

限
の
可
能
性
を
も
つ
ま
ち
で
あ

る
。
こ
の
可
能
性
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、「
西
東
京
市
に
住

む
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

民
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

市
長
　
税
制
改
革
に
伴
う
負
担

増
は
家
計
に
さ
ら
に
厳
し
さ
を

増
す
が
、
や
む
を
得
な
い
。

質
問
　
国
や
都
の
負
担
増
、
福

祉
施
策
の
後
退
に
対
し
、
提
言

や
意
見
書
を
提
出
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長
　
積
極
的
に
発
信
し
た
い
。

住
環
境
を
守
る
し
く
み
を
！

質
問
　
市
内
の
各
工
場
跡
地
は

高
さ
規
制
が
な
い
た
め
、
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
よ
る
周
辺

住
民
の
日
照
、
騒
音
、
景
観
、

交
通
な
ど
の
環
境
悪
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
住
環

境
を
守
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

市
長
　
開
発
事
業
者
と
の
調
整

機
能
の
強
化
、
住
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
早
急

に
条
例
制
定
を
進
め
た
い
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
整
備
を
！

質
問
　
駅
前
広
場
と
新
座
市
部

分
が
拡
幅
さ
れ
て
い
る
都
計
道

３
・
４
・
21
号
線
の
早
期
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

市
長
　
で
き
る
だ
け
早
く
整
備

し
た
い
。

意
見
　
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

地
域
住
民
、
職
員
の
努
力
、
熱

意
を
励
ま
し
な
が
ら
、
今
の
体

制
で
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
対
策

質
問
　
市
内
で
750
人
と
も
い

わ
れ
る
待
機
者
は
、
入
所
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
。
現
状
の
ま

ま
で
は
、
本
人
と
介
護
者
共
倒

れ
の
状
況
が
生
じ
か
ね
な
い
。

待
機
者
対
策
に
つ
い
て
の
考
え

を
問
う
。

市
長
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
一
つ
と
し
て
、
定
員
30
人
未

満
の
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
と
あ

わ
せ
、
待
機
者
対
策
を
積
極
的

に
検
討
し
て
い
く
。

介
護
保
険
の
見
直
し
に
つ
い
て

質
問
　
軽
度
の
人
は
、
訪
問
介

護
な
ど
を
利
用
で
き
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
居
住
費
、
食
費
が

自
己
負
担
に
な
る
な
ど
の
問
題

が
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
よ
う
、
介
護
保
険
運
営

協
議
会
で
審
議
し
て
い
た
だ
く
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

質
問
　
公
費
負
担
の
医
療
費
を

１
割
負
担
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
を
応
能
負
担
か
ら
応
益
負
担

（
１
割
）
に
す
る
な
ど
、
障
害

者
の
生
存
権
を
脅
か
す
案
で
は

な
い
か
。
市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
応
益
負
担
と
な
る
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
が
、
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

三
位
一
体
の
改
革
の
影
響

質
問
　
三
位
一
体
の
改
革
の
ね

ら
い
は
、
国
が
地
方
交
付
税
な

ど
の
支
出
を
縮
小
す
る
も
の
で

あ
る
。
自
治
体
に
は
経
費
は
ふ

え
る
が
財
源
・
税
収
は
ふ
え
な

い
と
い
う
事
態
と
な
る
。
市
財

政
へ
の
影
響
は
。

市
長
　
地
方
の
実
情
を
無
視
し

た
一
方
的
な
削
減
で
、
04
年
度

は
22
億
円
の
減
収
。
05
年
度
は

４
億
円
弱
の
減
の
見
込
み
。

車
座
集
会
は
課
題
の
あ
る
地
域

か
ら
始
め
て
は
！

質
問
　
公
約
の
小
学
校
区
単
位

で
の
車
座
集
会
は
、
市
民
の
期

待
が
大
き
い
。
課
題
の
あ
る
地

域
か
ら
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
民
の
知
恵
や
力
を
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
引
き
出
す

よ
う
、
具
体
化
し
た
い
。

耐
震
診
断
と
そ
の
後
の
保
障
を

質
問
　
新
潟
中
越
地
震
や
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
で
は
大
変
な
被
害

が
起
き
た
。
現
在
の
防
災
計
画

の
対
策
強
化
と
住
民
意
識
の
向

上
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
　
中
学
校
区
単
位
で
の
防

災
訓
練
を
行
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
耐
震
木
造
診
断
を
実

施
し
て
い
る
が
、
補
強
工
事
へ

の
助
成
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

保
谷
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て

質
問
　
こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ

企
業
の
撤
退
で
保
留
床
処
分
の

目
途
が
立
た
な
い
と
し
て
の
計

画
変
更
や
、
権
利
者
の
合
意
、

情
報
公
開
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ

る
。
住
民
合
意
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
広
く
市
民
に
意
見
を
聞
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
権
利
者
合

意
や
関
係
手
続
な
ど
を
踏
ま
え

つ
つ
、
見
直
し
の
可
能
性
を
検

討
し
、
早
期
に
、
広
く
市
民
や

議
会
に
説
明
し
た
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
見
直
し

を
！

質
問
　
今
の
計
画
は
、
清
掃
車

の
駐
車
場
、
職
員
詰
所
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
啓
発
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
計
画
を
１
年
間
凍
結
し
、

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
、

抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長
　
事
業
を
変
更
す
る
と
、

国
か
ら
の
お
金
を
返
す
こ
と
と

な
り
、
財
源
確
保
が
必
要
に
な

る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が

実
践
で
き
る
施
設
に
見
直
す
。

保谷駅南口

増
税
と
負
担
増
か
ら
市
民
を
守
り

市
民
の
願
い
に
応
え
る
市
政
を

車
座
集
会
は
課
題
あ
る
地
域
か
ら

日
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